
　この本の主人公と仲良くなったレオナは、
「ぼくは、雨にぬれるのも、ぬれながら歩くのも、大好きだ。だってやわらかいシャワーみたいなんだもの。」
と言った。
　ザアザアぶりの雨の日、ぼくもオナのように上をむいて、口を開けて雨を飲みこんだ。小さかったぼくは雨をなめて、なんて気持ちがいいものなんだろう、と思った。実は今でも時々やるけれど、雲のおしっこみたいなものかなあと思って、と中でやめている。あともう一つある。それは、国立はくぶつ館の帰りに友だちと遊んだ時、きゅうに雨がザアザアぶりになり、雨の中でおにごっこをして気持ちが良かったことだ。西行のこうだん本に出てきた「つつみがだき」みたいな強い雨の中で全力に走るのも、エネルギーを感じて気持ちがいい。
　そんなレオナのことが好きになった主人公は、「ぼくはもうレオナがうちゅう人だろうがどうでもよかった。大切なのは、ぼくたちが親友でとても気が合うってこと。」と思った。
　ふつうは、気にされないようなささやかな事を分かってもらえるのは、とてもうれしいので、ぼくは、主人公のよろこびが良くわかる。たとえば、学校の宿はく遠足の川下りで見つけた、がけのと中に生えている木が、学校の屋上のこけから生えている「きせきの木」と同じだな、と思ったことをしんけんに聞いてくれるのは、いつも遊んでいる大親友たちだ。ぼくが主人公だったら、さい初からみんなと仲良くしたいなと思った。
　レオナがいなくなった後、矢田たちはまた、ほりをいじめるようになった。矢田がほりに四の字がためをかけた時、主人公が
「やめろよ、もういいだろう。」
と言ったら、矢田はあっさりやめた。
　ぼくも、いやなことをされている友だちを見つけた時、やめなよと言って、友だちの手をとって二人でその場からはなれたことがある。主人公は、やさしい言葉で、かい決することができた。いじめる仲間にならないで、レオナといっしょにすごし、レオナが苦手なマラソン大会でよりそってゴールした主人公だから、矢田たちに、いじめるのははずかしいな、と思わせることができたのだと思う。
[bookmark: _GoBack]　ぼくはこの本を読んで、「君には心をゆるせる親友はいるかな？」と聞かれている気がした。ぼくには心をうち明けられる親友がいる。なんでかな、と考えると、ぼくのことを好きだ、と思ってくれていることがつたわるからだと思う。あい手に、好きな気持ちをつたえられる親友はすごいなぁと思う。人によって親友に出会うタイミングはちがうから、ぼくは運がいいと思う。これからも親友といっしょにたくさんの話をして、大人になってもずっと仲良くしたい。レオナと主人公は、はなれてしまったけれど、きっとまたどこかで会えると思う。
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